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1. まえがき 
 鉄道や道路，建物などが複雑に交差する都市部に設計

される構造物は，建築限界などの種々の制約を受ける．

そのため，時として異形な構造形態を余儀なくされるこ

とがある． 
一方，鉄道構造物の耐震設計 1)では，一般的に線路方

向，および線路直角方向の 2 方向それぞれに対して，独

立に計算し耐震性能の照査を行う．しかし，上述のよう

な異形な構造形態となる場合，地震時の挙動は線路方向

と線路直角方向の 2 方向が支配的となるとは限らない．

そのため，3 次元による解析から耐震性能の照査を求め

られる場合が多い． 
 このような異形な構造形態となる構造物に対して，3
次元による応答解析を行う場合，ねじりの影響が無視で

きなくなる．一般的な RC 構造物の場合，ねじりに対し

ては全断面有効としたねじり剛性を用いて，線形部材と

して検討を行うことになる． 
 一方，RC 部材のねじりの性能には，非線形性を考慮

したものが提案されている 2)．ねじりに非線形性を許容

する場合，当然弾性とした場合とは挙動は異なることに

なり，柱や梁の曲げモーメントの非線形応答などに対し

ても影響を与えることになると考えられる． 
 そこで本論文では，ねじりの非線形性が構造物全体へ

の応答に与える影響について検討を行うことを目的とし，

斜角を有する鉄道 RC ラーメン橋台を例に，解析的な検

討を試みるものである． 

2. 解析モデル 
 検討の対象としたのは，図－1 に示す実構造物を基に

設定した，駅部の斜角 RC ラーメン橋台である．斜角は

70 度である．この橋台は，起点方に桁長 13.6m の RCT
桁，終点方に 7.46m の RC スラブ桁を支持する．また駅

部であるため，ホーム 2 面を支持する．地盤はⅢ種地盤，

基礎は杭基礎で杭長 16.5m とした．断面諸元を表－1，

2 に示す．使用材料は，コンクリート 27N/m2，軸方向

鉄筋 SD390，帯鉄筋 SD345 とした． 
骨組み解析モデルを図－2 に示す．柱の上下端部，地

中梁の左右端部には，図－3 に示すような M－θ関係と

して非線形性を考慮した 3)．上層梁，および杭体は断面 

表-1 断面諸元(1) 

柱1 柱2 柱3 柱4 杭

L方向 － D32-9+5 D32-9+5 D32-9 D32-9
C方向 mm2 D32-9-2 D32-9+3 D32-9+3 D32-9

径・組数 － D19-2組 D19-2組 D19-2組 D19-2組 D25-1組
ピッチ mm 100(150) 100(150) 100(150) 100(150) 125

柱1 柱2 柱3 柱4 杭

L方向 － D32-9+2 D32-9+2 D32-7+2 D32-7
C方向 mm2 D32-9-2 D32-9+2 D32-9+2 D32-9

径・組数 － D19-2組 D19-2組 D19-2組 D19-2組 D25-1組
ピッチ mm 100(150) 100(150) 100(150) 100(150) 125
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（単位：mm）図-1 斜角ラーメン橋台一般図 
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図-2 斜角ラーメン橋台の骨組み解析モデル
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高さに要素分割し，M－φ関係として非線形を考慮した．

なお，柱部材，および杭部材の非線形性能には軸力相関

を考慮している 
ねじりの非線形性は，柱および地中梁部材を対象とし，

図－4 に示すねじりモーメントと回転角の関係で与えた． 
 解析は時刻歴応答解析法とした．解析方法はニューマ

ークβ法として，β=0.25 とした．減衰はひずみエネル

ギー比例型減衰を用いた．履歴モデルは，RC 部材は JR
総研 RC 型，基礎‐地盤はクラフモデル，ねじりは最大

点指向型を用いた．入力した地震波形は，図－5 に示す

G3 地盤スペクトルⅡ地震動の地表面加速度波とした． 
 本研究では前述のように，ねじりの非線形性を考慮し

た場合の応答の違いについて検討を行う．そのため，ね

じりの非線形性を考慮しない場合と，する場合の 2 ケー

スで検討を行った．また，入力する地震動は，線路方向，

および線路直角方向とし，表－3 の計 4 ケースで検討を

行った．  
 
3. 解析結果 
 ここでは，検討した 4 ケースの解析結果を示す．図－

6，7 は図－2に示す節点 1 の水平変位の履歴を平面で表

示したものである．図中に青色の線で示したのはケース

１あるいはケース 3 で，ねじりの非線形性を考慮しない

場合の結果である．また橙色の線で示したのがケース 2
あるいはケース 4 で，ねじりの非線形性を考慮した場合

の結果である．また表－4 には変位の最大値および最小

値を示す． 
 まず，入力地震動の方向別に変位履歴を比較すると，

線路方向，および線路直角方向ともに，変位は解析方法

と斜角を持つように応答し，3 次元解析を行う必要を示

した結果であると考えられる． 
 次に，ねじりの非線形性を考慮する場合としない場合

で比較を行う．線路方向の場合，図からも明白なように，

ねじりの非線形性を考慮する場合としない場合で，変位

に大きな差が生じている．表－4 より，線路方向の変位

が，最小値では同程度であるが，最大値は非線形性を考

慮しない場合で 95.1mm に対し，考慮する場合は 151.8 
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 図－5 入力加速度波形 
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地中梁1 地中梁2 地中梁3 地中梁 地中梁

主鉄筋 L方向 － D35-8+6 D35-8+4 D35-8+7 D32-8+8 D32-8+8
径・組数 － D19-2組 D19-2組 D19-2組 D19-2組 D19-2組
ピッチ mm 125 125 125 125 125
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mm と約 1.6 倍なっている．一方，線路直角方向に対し

ては，ねじりの非線形性を考慮しない場合とする場合で，

全く同一の応答となっている．これは，直角方向の場合

にはねじりが非線形領域まで応答しなかったためである． 
図－8 には，上述の結果より応答が大きく異なった

CASE1 および CASE3 の線路方向の時刻歴変位を示す．

時刻歴変位は，最大応答（300 ステップ付近）までは同

様であるが，最大応答後の 400step 付近から，CASE3 で

は正側の振幅に移行している．この解析ステップ近傍で，

いずれかの部材のねじりが非線形化したと考えられる． 
そこで次に，ねじりの応答の検討を行う．図－9～11

には柱および地中梁のねじりの履歴応答をいくつか抽出

し示す．地中梁は L4 ラーメン，柱は L4 ラーメンと C1
ラーメンの交差部，および L1 ラーメンと C2 ラーメン

の交差部のものとした．図はいくつかの部材の履歴応答

を示しているが，線路方向の解析ではねじりの非線形性

を考慮したすべての部材で非線形領域に達していた．一

方，線路直角方向の解析では，論文中には記載していな 

いが，いずれの部材でも非線形化した部材は存在しなか

った．  
次に，図－8 と同様にねじりの時刻歴応答を図－12～

15 に示す．図中の表記は図－8 と同様だが，赤い破線は，

ねじりひび割れ発生の回転角を示している．赤い破線と

橙色の線が最初に交差する解析ステップが，非線形域に

達した解析ステップとなる．非線形域に達したステップ

は，L4 ラーメン地中梁で 305，L4－C1 ラーメンで 359，
L1－C2 ラーメンで 306 ステップとなった．これは，図

－8 でねじりが線形の場合と応答が異なる結果が算出さ

れ始めた 400 ステップの手前である． 
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図－9 L4 ラーメン地中梁の Mt－θ関係 

図－6 平面変位履歴応答（L方向加震） 
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図－7 平面変位履歴応答（C方向加震） 

図－8 線路方向変位の時刻歴応答 

CASE1 CASE3 CASE2 CASE4

MAX 95.1 151.8 42.8 42.8

MIN -324.7 -325.1 -34.3 -34.3

MAX 86.7 89.2 65.7 65.7

MIN -24.3 -27.5 -215.6 -215.6

C方向加震

線路方向

直角方向

変位抽出方向 L方向加震

変位(mm)

表－4 平面変位の最大値 

図－10 L4－C1 ラーメン柱の Mt－θ関係 

図－11 L1-C2 ラーメン柱の Mt－θ関係 
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 次に，図－15，および図－16 には L4 ラーメンと C1
ラーメンの交差部，および L1 ラーメンと C2 ラーメン

交差部の柱基部における M－θ関係の履歴応答を示す．

図の表記は前述までと同様である．図－15 の場合，最

大応答回転角に大きさ差異はないが，負側の回転角はね

じりに非線形性を考慮しない場合に比べ，考慮する場合

のほうが大きくなっている．一方，図－16 では，最大

応答回転角がねじりの非線形性を考慮したほうが大きな

値となっている． 
表－5 には，L4 ラーメンと L1 ラーメンの左右端部に

おける柱の基部の回転角，およびせん断力の最大値を，

ねじりの非線形性を考慮する場合としない場合で示す．

表中の応答倍率は，ねじりの非線形性を考慮する結果を

しない結果で除した値である．ねじりの非線形性を考慮

する場合，対象としたモデルでは回転角が最大で 1.16
倍大きくなった．一方，せん断力に対してはねじりに非

線形性を考慮する場合に，しない場合よりも同程度か若

干下がる傾向となり，最小で 0.95 倍となった． 
 
4. まとめ 
 異形な構造形態を有する構造物は，地震時の挙動が直

角 2 方向に卓越せずに，複雑な応答を示す場合がある．

このような場合，柱や梁にはねじりモーメントが発生し， 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ねじりによる回転角が，構造物全体系への挙動に影響を

与えると考えられる．このような観点のもと，本論文で

は斜角を有する RC ラーメン橋台を例に，ねじりの非線

形を考慮した解析的検討を行った． 
 ねじりに非線形を考慮した場合，水平変位は最大値で

は大きな違いはなかったが，最大変位後，徐々に異なる

挙動を示した．また，柱の回転角は，ねじりに非線形性

を考慮する場合に，しない場合よりも大きくなる傾向が

あり，一方せん断力は若干下がる傾向となった． 
 本論分では，1 つの構造を対象とした検討であり，よ

りねじりの非線形性が顕著に現れるモデルなどを用いて，

さらに検討を行い，ねじりの非線形性を考慮する場合と

しない場合での最適な断面の比較なども今後行いたいと

考える． 
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図－12 L4 ラーメン地中梁のねじり回転角の 

時刻歴応答 

図－13 L4-C1 ラーメン柱のねじり回転角の 

時刻歴応答 

図－14 L1-C2 ラーメン柱のねじり回転角の 

時刻歴応答 

CASE1 CASE3 応答倍率 CASE1 CASE3 応答倍率

L4-C1 0.02021 0.02008 0.99 -1969.4 -1971.2 1.00

L4-C2 0.02255 0.02605 1.16 -1605.1 -1518.7 0.95

L1-C1 0.01607 0.01633 1.02 -1657.5 -1649.8 1.00

L1-C2 0.01904 0.02180 1.14 -1159.9 -1132.7 0.98

部材
応答回転角(rad) せん断力(kN)

表－5 柱の最大応答値 

図－15 柱（L4-C1）の履歴応答 

図－16 柱（L1-C2）の履歴応答 

平成21年度　土木学会北海道支部　論文報告集　第66号



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /BankGothicBT-Light
    /BankGothicBT-Medium
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CityBlueprint
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CommercialPiBT-Regular
    /CommercialScriptBT-Regular
    /Complex
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CountryBlueprint
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Dotum
    /DotumChe
    /Dutch801BT-Bold
    /Dutch801BT-BoldItalic
    /Dutch801BT-ExtraBold
    /Dutch801BT-Italic
    /Dutch801BT-Roman
    /EstrangeloEdessa
    /EuroRoman
    /EuroRomanOblique
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /GDT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicE
    /GothicG
    /GothicI
    /GreekC
    /GreekS
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /HGGothicE
    /HGPGothicE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSGothicE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /Impact
    /ISOCP
    /ISOCP2
    /ISOCP3
    /ISOCPEUR
    /ISOCPEURItalic
    /ISOCT
    /ISOCT2
    /ISOCT3
    /ISOCTEUR
    /ISOCTEURItalic
    /Italic
    /ItalicC
    /ItalicT
    /Kartika
    /Latha
    /LucidaConsole
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MingLiU
    /Monospace821BT-Bold
    /Monospace821BT-BoldItalic
    /Monospace821BT-Italic
    /Monospace821BT-Roman
    /Monotxt
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /Nina
    /Nina-Bold
    /NSimSun
    /OCRB
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PanRoman
    /PMingLiU
    /Proxy1
    /Proxy2
    /Proxy3
    /Proxy4
    /Proxy5
    /Proxy6
    /Proxy7
    /Proxy8
    /Proxy9
    /Prx1
    /Prx2
    /Prx3
    /Prx4
    /Prx5
    /Prx6
    /Prx7
    /Prx8
    /Prx9
    /Raavi
    /RomanC
    /RomanD
    /RomanS
    /RomanT
    /Romantic
    /RomanticBold
    /RomanticItalic
    /SansSerif
    /SansSerifBold
    /SansSerifBoldOblique
    /SansSerifOblique
    /ScriptC
    /ScriptS
    /Shruti
    /SimHei
    /Simplex
    /SimSun
    /SRDG00-Bold
    /SRDG00-BoldItal
    /SRDG00-Ital
    /SRDG00-Regu
    /SRDG01-Regu
    /SRDG02-Regu
    /SRDG03-Regu
    /SRDG04
    /SRDG05-Regu
    /SRDG06
    /SRDG99
    /StylusBT
    /SuperFrench
    /Swiss721BT-Black
    /Swiss721BT-BlackCondensed
    /Swiss721BT-BlackCondensedItalic
    /Swiss721BT-BlackExtended
    /Swiss721BT-BlackItalic
    /Swiss721BT-BlackOutline
    /Swiss721BT-Bold
    /Swiss721BT-BoldCondensed
    /Swiss721BT-BoldCondensedItalic
    /Swiss721BT-BoldCondensedOutline
    /Swiss721BT-BoldExtended
    /Swiss721BT-BoldItalic
    /Swiss721BT-BoldOutline
    /Swiss721BT-Italic
    /Swiss721BT-ItalicCondensed
    /Swiss721BT-Light
    /Swiss721BT-LightCondensed
    /Swiss721BT-LightCondensedItalic
    /Swiss721BT-LightExtended
    /Swiss721BT-LightItalic
    /Swiss721BT-Roman
    /Swiss721BT-RomanCondensed
    /Swiss721BT-RomanExtended
    /Syastro
    /Sylfaen
    /Symap
    /Symath
    /SymbolMT
    /Symeteo
    /Symusic
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /Technic
    /TechnicBold
    /TechnicLite
    /TechnoCraft
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /Txt
    /UniversalMath1BT-Regular
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VinetaBT-Regular
    /Vrinda
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


